
【まちづくりの考え方案】（まちづくりを進めるにあたり大切にする価値観や考え方）

視点（案） 基本計画

第６次忠岡町総合計画の視点・方針と基本構想体系案

　住民が輝ける環境づくりや、安全・安心
なまちづくり、少子化が進行する本町の将
来を勘案した子育て世代にとっての魅力的
なまちづくりを進めます。
　また、本町の新たな魅力創出や、魅力の
発信を行うことで、本町に関心を持つ人へ
の訴求力を高め、移住・定住の流れを作る
ことを目指します。

　本町が日本一小さいからできること、日
本一小さいから必要なこと、日本一小さい
けれど素敵なところ、日本一小さいけれど
取り組むべきことなどをそれぞれ見直し、
そのような視点でまちづくりを推進しま
す。
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将来像【将来都市像案】
（町全体のめざす姿）
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人が輝くまちづくり

小さいけれど　住みやすい

小さいけれど　にぎわいがある

小さいからこそ　効率よく

小さいからこそ　支え合い

　「日本一小さなまち」であることを最大
限に活かしつつ、行政とともに、住民・事
業者も加わって、まちのあらゆる分野で
「みんなでつくろう」を基本とします。
　その上で、誰もが「夢」や「希望」を抱
きながらまちづくりに取り組むことで、み
んなが幸せなまちの実現に「挑戦」しま
す。

　周知のとおり、忠岡町は日本一小さなまちです。現総合計画では、「みんなでつくろう　夢・希望・感動あふれるまち　～日本一小さなまち・忠岡の挑戦」をキャッチフレーズとし、日本一小さなまち
というイメージの浸透に努めました。次期計画では、前回のイメージを踏襲しつつ、日本一小さなまちであることをより一層強みに変えていくことを目指します。
　今後、全国的に人口減少の傾向があり、本町もまた、人口減少が進むと推測されています。
　実際に、町では子育て世代の転出が多くなっており、子育て世代への訴求力のある施策は重要になっています。その上で、子育て世代が過ごしやすい環境の充実や、高齢者の健康寿命の延伸
を始めとした、いつまでも住み続けられるまちづくりが必要とされています。また、防犯・防災といったニーズに応えるべく、誰もが本町で暮らし続けることができる、まちづくりへの取組が求められてい
ます。一方、ニーズの高い施策展開は重要ですが、本町の財政状況を鑑みた取組を行う必要があり、限られた資源の中で効率的かつ的確な行政運営を実現することが重要となります。
　本町では住民に浸透した「日本一小さい」ことを根底に置きながら、今一度まちづくりを推進します。
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みんなでつくろう
夢・希望あふれるまち

　～日本一小さなまち・
忠岡の更なる挑戦～

基本理念【基本目標案】
（将来都市像をより詳しくみためざす姿）

基本構想（案）

基本目標を達成するための基本施策

　各施策分野ごとの満足度、重要
度、アンケート調査・ワークショップ
での意見や社会潮流から課題洗
い出し、施策展開。
　地方創生に関連する分野につい
ては重点分野として捉える。
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自立と協働のまちづくり

子育てしやすいまちづくり
（Ⅰ　子ども・教育）

みんなが輝けるまちづくり
（Ⅱ　雇用）

安全・安心なまちづくり
（Ⅲ　安全・安心）

人の流れをつくるまちづくり
（Ⅳ　交流）

安全・安心なまちづくり
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